
『小田原急行鉄道沿線名所案内
［小田原急行鉄道沿線名所図絵］』
（昭和2（1927）年）
表紙は車中で図絵に見入る和装婦人と子ども、
裏表紙に車窓から見える富士山と親子連れが描
かれている。富士山を中央に図の右から左へ、
一直線に路線が走る典型的な構図。
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小
田
急
電
鉄
は
、
昨
年
四
月
一
日
、
新

宿―

小
田
原
間
の
営
業
運
転
開
始
か
ら
数

え
て
八
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
同
社
で
は
吉
田
初
三
郎
が
昭
和
二
年

の
開
業
時
に
描
い
た
「
開
通
小
田
原
急
行

電
車
」
記
念
ポ
ス
タ
ー
を
拡
大
複
製
し
た
。

小
田
急
新
宿
駅
西
口
の
地
上
改
札
口
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
の
を
見
つ
け
た
と
き
に
は

う
れ
し
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
横
幅
を
幾
倍
に
も
引

き
伸
ば
し
た
の
が
、
同
じ
昭
和
二
年
描
画
、

横
長
折
り
版
の
本
図
で
あ
る
。
中
央
に
は

山
岳
信
仰
で
知
ら
れ
た
大お

お
や
ま山
を
抱
え
込
む

よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
富
士
山
を
配
置
。

右
端
の
新
宿
か
ら
左
端
の
小
田
原
ま
で
、

旅
の
時
間
短
縮
経
路
を
一
直
線
の
鉄
道
路

線
で
表
現
し
た
得
意
の
構
図
だ
。

　

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
箱
根･

伊
豆
方
面
も
大
き
く
描
き
、
名
勝
・
旧
跡

や
温
泉
の
湯
煙
が
目
立
つ
。
霊
場
髙
尾
山

や
多
摩
御
陵
も
模
写
。
沿
線
で
は
、
明
治

神
宮
、豪
徳
寺
、向
丘
遊
園
地
、鶴
巻
温
泉
、

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。近著に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（2006 年）がある。

連載─第❹回

開
業
時
の
記
念
ポ
ス
タ
ー
と
名
所
図
絵

小
田
原
急
行
鉄
道
沿
線
名
所



『開通小田原急行電車』記念ポスター（昭和2（1927）年）
所蔵：江戸東京博物館
Image：東京都歴史文化財団イメージアーカイブ
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大
雄
山
最
乗
寺
な
ど
の
他
に
、
大
正
十
二

年
の
関
東
大
震
災
の
山
崩
れ
で
誕
生
し
た

震し
ん
せ
い
こ

生
湖
も
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
る
の
が

頼
も
し
い
。

　

海
上
に
は
汽
船
や
帆
か
け
舟
が
浮
か

び
、
は
る
か
遠
く
樺
太
、
朝
鮮
、
台
湾
、

南
洋
諸
島
ま
で
夢
は
飛
ぶ
。
ま
た
、
春
の

ピ
ン
ク
の
桜
と
秋
の
紅
と
黄
の
葉
が
混
在

し
た
お
な
じ
み
の
描
写
で
あ
り
、
遊
び
心

に
満
ち
て
い
る
。

　

藤
沢
ま
で
の
点
線
は
計
画
線
だ
が
（
新

原
町
田
＝
現
在
の
町
田
〜
片
瀬
江
ノ
島
間

は
昭
和
四
年
四
月
一
日
開
業
）、
将
来
の
観

光
客
誘
致
を
狙
っ
て
か
、
三
浦
半
島
よ
り

大
き
な
構
図
の
江
ノ
島
が
お
も
し
ろ
い
。

　

前
述
の
開
業
告
知
ポ
ス
タ
ー
の
複
製
を
、

鉄
道
史
に
詳
し
い
地
理
学
者
の
中
川
浩
一

先
生
に
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
、「
電
車
の
イ

ラ
ス
ト
絵
は
、
小
田
原
直
通
用
に
使
っ
た

長
距
離
用
車
両
。
小
田
急
は
新
宿
〜
向
ケ

丘
遊
園
の
近
郊
区
間
に
は
モ
ハ
１
形
と
い

う
三
扉
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
車
、
小
田
原
行
き

に
は
荷
物
室
付
き
二
扉
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
の

モ
ハ
ニ
１
０
０
形
・
１
１
０
形
な
ど
を
用

意
し
て
使
い
分
け
て
い
た
。
ポ
ス
タ
ー
に

描
か
れ
た
車
両
は
荷
物
室
側
の
戸
袋
窓
を

楕
円
の
磨
り
ガ
ラ
ス
窓
に
描
く
な
ど
実
写

そ
の
も
の
で
初
三
郎
の
ス
ケ
ッ
チ
の
確
か

さ
を
う
か
が
わ
せ
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

旅
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
筆
致
の
描
写
力

に
改
め
て
見
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小田急電鉄株式会社
Odakyu Electric Railway Co., Ltd.
創立：大正 12年 5月 1日
設立：昭和 23年 6月 1日
本社：東京都新宿区西新宿 1丁目 8番 3号

ゆたかなくらしの実現へ
小田原急行鉄道を前身として、昭和 23年
に発足。日本最大のターミナル駅である新
宿を起点に、小田原や江の島、多摩ニュー
タウンまでを結ぶ 3路線、計 120.5㎞にわ
たる鉄道ネットワークを形成、1日189 万
人に利用されている。現在、小田急グルー
プは100 社を超え、「お客さまの『かけが
えのない時間（とき）』と『ゆたかなくらし』
の実現に貢献する」という経営理念のもと、
運輸、流通、不動産、観光、レジャーなど
さまざまな分野で事業を展開。沿線の発展
と文化の振興に努力を重ねている。

小田急電鉄株式会社　路線図
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